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第10回議会運営委員会会議録 

 

１ 開会日時 令和２年６月26日（金）午後３時13分 

２ 閉会日時 令和２年６月26日（金）午後３時18分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       ４番 佐々木雄司君   ５番 光成 良充君  ６番 保田  守君 

      １２番 北川 勝義君  １３番 福木 京子君 １５番 岡崎 達義君 

      １６番 下山 哲司君   

１８番 金谷 文則議長 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      な  し 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  元宗 昭二君      副  参  事  黒田 未来君 

８ 協議事項 １）ハラスメント調査特別委員会について 

９ 議事内容 別紙のとおり        
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              午後３時13分 開会 

○委員長（下山哲司君） それでは、お疲れさまでございます。 

 ただいま通りましたハラスメント調査特別委員会の設置についての議案でございます。 

 皆さんの御意見をいただきたいと思いますが、これによりますと委員定数６人とこういうこ

とになっております。どういう決定の仕方をしたらよろしいでしょうか。 

 岡崎委員。 

○副議長（岡崎達義君） 私も名前が載っとるんですけど、議長、副議長で決めさせていただ

いたらどうかなと思うんですけど。そういうことでどんなですか、議長、副議長で決めさせて

いただくというので。 

○委員長（下山哲司君） 今、岡崎委員のほうからこの８人の中から議長と副議長で指名とい

うことでお話がございました。よろしいですか。 

○委員（北川勝義君） よろしいか。 

○委員長（下山哲司君） 北川委員。 

○委員（北川勝義君） おくれて済みません。僕ちょっと勘違いしとって、委員長をやめえと

言われたんで、辞職したんで、辞職が決まったから議運には出んでもええもんと思うとりまし

た。済みません。それで、私、今テレビを見ようたら何か言ようたから、逃げることもねえか

ら、はっきり言わせていただいとって、前日に、中にはいろいろ、僕も別にあれをしょんじゃ

ねんですよ、いろいろあるんじゃけど。 

 前のときに今まで６人というたら各委員会から２名ずつ出て６名でやっとりました。それか

ら、その中にも推薦者がおられたりして、賛成議員がおって、それを重視するということでや

っとりました。それで、百条のことについては８名ということ、８名じゃったかな、副議長は

別格じゃけど８名ということで、８名出すようにしてやっとったんですけど、そういうことが

ありました。これも異例のことです。それは出した人に出さしゃあええがなと言うたんじゃ。

やはりこれも、若干、僕が選ぶわけじゃねんじゃけええかったんですけど、いろいろ気持ちも

あります。今、僕は百条のことを言われた、そねえなことを僕が答えるぐあいになってねえか

らというて今言うたんと同じ、せえであるんで、できましたら委員長、議長、副議長に任しゃ

ええんですけど、こういうことになってきて反対討論もせられたりあったりしたんで、できた

ら委員会から２名ずつ出ていって、僕は６人ということは、６人が何で７人にせなんだかなあ

と、副議長を入れるというのはなと思うたんですけど、そこは６人でしょ、もう６人というこ

とでしょ。７人じゃねえんでしょ。 

○委員長（下山哲司君） この定数はもう６人ということで決まって、今……。 

○委員（北川勝義君） ６人ということ。普通は７人じゃな、大体。 

○委員長（下山哲司君） 議案が通りましたので、今岡崎委員のほうからここの中に出とる人

の中から６人をという御意見があったので。 
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○委員（北川勝義君） いや、議長、副議長に任すと言うたんじゃろ。 

○委員長（下山哲司君） それを議長、副議長に任せてもらえんだろうかという話なんで、そ

れを今諮ろうと思うんです。 

○委員（北川勝義君） いや、僕が今言うた、６人が、数のことを言うたらおえん、決まっと

ることだからおえんのじゃけど、そこを今そうとったんで、できたらこん中に出とるだけにな

ったら、例えばの話がというたら、わからんのです、覚えてねえから。僕が出てえと言よんじ

ゃねんですよ、誤解のねえように。偏ったとこへだけ出るようなことになったら、例えばとい

うたら総務だけが６人出たとかということはいけんなと思うて、それは議長、副議長が考えり

ゃええと思うんじゃ。そりゃよろしいです。さっきのもと根本がわからなんだ。 

○副委員長（福木京子君） いいですか。 

○委員長（下山哲司君） 福木委員。 

○副委員長（福木京子君） やっぱりここの名前だけというよりは、それに考えとるけどどう

かという提案だけはみんなに。 

○委員長（下山哲司君） いえ、議運ですから。 

○副委員長（福木京子君） いや、全協でもしするんだったら。 

○委員長（下山哲司君） 議運ですから、議運でこういう内容でということで全協へお諮りす

るんで、最初から全協というわけにはいかんので。全協は相談ですから。 

○副委員長（福木京子君） 意見としては、中だけというよりは、決め方も大変でしょうけ

ど。 

○委員長（下山哲司君） 出された方からの意見なんで、ほかの人がよろしいということにな

ればそれで全協。 

○副委員長（福木京子君） ほかの人もいいということになれば、私はそれでいいと思いま

す。一応意見だけは。 

○委員長（下山哲司君） 今、岡崎委員の言われた、本当は今言われたんで順番が。 

○委員（保田 守君） 最終的に任さにゃしゃあねえ。 

○委員長（下山哲司君） 佐々木委員は。 

○委員（佐々木雄司君） お任せいたします。 

○委員長（下山哲司君） 光成委員。 

○委員（光成良充君） お任せいたします。 

○委員長（下山哲司君） 北川委員、ほんならよろしいですか。 

○委員（北川勝義君） 僕はもういいです。 

○委員長（下山哲司君） それでは、先ほど岡崎委員が言われたように全協の席で決定してい

ただくということでよろしくお願いします。 

 それでは、議会運営委員会を閉会いたします。 
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              午後３時18分 閉会 

 

 


